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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

分布水深が比較的浅い魚種で 137Cs の汚染の影響が大きいことが明らかとなっている。一方、

比較的広い分布水深を持つ魚種については、汚染の影響（137Cs 濃度や低下速度など）が不明確

であるため県が実施する緊急時環境放射線モニタリング（以下、モニタリング検査）のデータ

を使用し、沿岸と沖合における見かけ上の低下傾向等の比較を行った。比較的広い分布水深を

持つ魚種では、沖合より沿岸で 137Cs 濃度が高く、見かけ上の低下傾向も遅かった。 

                                                                                                                           

（１） 2011 年 4 月から 2020 年 4 月までのモニタリング検査のデータを用いた。 

（２） マコガレイ、イシガレイ、ヒラメ、スズキ、アイナメ、コモンカスベ、ババガレイ、エゾイ

ソアイナメ、ケムシカジカを対象魚種とした。選出方法は累積検体数上位 95%の 60 魚種を

抽出、採取場所（10 区画[Wada et al. 2013]）ごとの相対検体数によるクラスタリングの後、

沿岸域で採取されるクラスタの魚種と最大 137Cs 濃度が 400 Bq/kg 未満の魚種を除いた。 

（３） 検出限界以下は 5 Bq/kg に設定した。また、選抜した 9 魚種を採取地点ごとの 137Cs 濃度

について水深 50 m を境に沿岸と沖合で一般加法モデル（GAM）により 137Cs 濃度の極大値

と極大値の 1/2 倍を下回るまでの日数を比較した（図 1）。 

（４） マコガレイとイシガレイを除く 7 魚種については、沿岸の方が 137Cs 濃度の極大値が大き

く、また、ヒラメとケムシカジカを除く 7 魚種で 137Cs 濃度の見かけ上の低下にかかる日数

は沿岸の方が長かった（図 2）。これらの結果は分布範囲や生活史における移動などが反映

されている結果と考えられる。 

 

２ 期待される効果 

（１） 海産魚介類の 137Cs 汚染メカニズムを説明する根拠となる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） ここで用いている採取水深は必ずしも生態学的な生息域とは一致しない。 

（２） 本研究は過去のモニタリング検査結果から、汚染メカニズムの解明に向け実施したもの。 
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図２ 沿岸と沖合の比較図 (a)137Cs 濃度の極大値、(b)137Cs 濃度極大値の 1/2 倍を下回る日数 
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図 1 一般加法モデルと解析の概念図 
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